
十
月
八
日 

神
輿
渡
御
祭

　
　

十
日　

例　

祭

七
月
二
十
九
日 　

「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」二
十
八
日
よ
り

「
人
形
」受
付
・
祓
所
参
拝

　
　
　

午
後
六
時
よ
り
九
時
ま
で

「
夜
の
市
」開
催

　
平
成
十
八
年

 

夏
季
秋
季
行
事
の 

ご 

案 

内
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十
月
八
日
神
輿
渡
御
祭

十
日

例

祭

七「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」二
十
八
日
よ
り

「
人
形
」受
付
・
祓
所
参
拝

午
後
六
時
よ
り
九
時
ま
で

「
夜
の
市
」開
催

平
成
十
八
年

夏
季
秋
季
行
事
の

夏
季
秋
季
行
事

ご
案案
内

七七「
茅
の
輪

ぐ

」二
十
八

七
月
二
十
二
十
九
日
九
日

 第 ５ 号平成18年７月 

　

神
社
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
シᷝ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
は᷷

狛
狗

で᷸
す
が
ᷝ

当
社
境
内
社᷷

木
島
社

の᷷᷸

狛
猫

は᷸
全
国
的
に
見
て
も
大
変
珍
し
い
存
在
で
す
ᷞ

　

峰
山
は
丹
後
縮
緬
の
集
積
地

周ᷝ
辺
の
農
家
は
良
質
の
絹
を
生
産
す
る
た
め
養
蚕
を

営
み
に
し
ま
し
た
ᷞ

　

養
蚕
の
大
敵
は᷷

ネ
ズ
ミ
で᷸
す
ᷞ

大
敵
か
ら
絹
を
守
る
た
め
なᷝ
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
存
在
が
ネ
コ
だ
Ḉ
た
の
で
す
ᷞ

こ
ん
な
ご
縁
で᷷
狛
猫
は᷸
今
も
こ
の
丹
後
峰
山
の
地
で᷷
機
織
養
蚕
の
守
護
神
に᷸

お
仕
え
し
て
い
る
の
で
す
ᷞ

　

当
社
木
島
神
社
の
縁
起
は

文ᷝ
政
十
三
年ᷫ

一
八
三
〇
年

にᷬ

山ᷝ
城
国ᷫ

現
京
都
市
のᷬ
養
蚕
の
神
ᷝ

木
島
神
社
か
ら

地ᷝ
元
ち
り
め
ん
織
業
者
ら
の
信
仰
に
よ
Ḉ
て

お
迎
さ
れ
た
も
の
で
す
ᷞ

　

そ
し
て
間
も
な
く

糸ᷝ
商
人
や
養
蚕
家
達
に
よ
Ḉ
て
こᷝ
の
一
対
の
狛
猫
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
ᷞ

台
座
に
は

次ᷝ
の
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
ᷞ

᷵
左
側
の
ネ
コ
᷶
奉
献 

江
州
外
村
氏 

石
工
鱒
留
村
長
谷
川
松
助 

世
話
人 

上
河
金
七                            

                    

吉
田
八
郎
助 

小
室
利
七 

天
保
三
戴
九
月

᷵
右
側
の
ネ
コ
᷶
奉
献 

当
所
絲
屋
中 

弘
化
参
午
青
祀

 

 

奉
納
御
礼

一
、

木
製
灯
籠 

  
 
 

峰
山
町
上　

宮
本
昭
治
殿 

　

（
製
作 

網
野
町　

松
村
泰
次
氏
） 

   


